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高強度レーザーを用いたスーパーアース内部状態の生成と観測
Laboratory generation and observation of super-Earth’s interior using high-power laser
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スーパーアース内部に相当する状態を初めて実験室で生成した。高強度レーザーパルスを水の試料に照射し、100-200
GPaの圧力まで動的に圧縮した。得られた状態方程式実験データは、第一原理計算で予測されるスーパーアースGJ1214b
の内部状態量とよく一致した。光反射率の測定も同時に行い、同領域で水がイオン性から電子性の伝導性をもつ流体に
遷移することが示された。このパワーレーザーを用いた実験のアプローチは、系外巨大惑星内部構造の理解および惑星
形成のシナリオの構築などに有効であると思われる。
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